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1. はじめに 
シミュレーション WG は以下の目的のもと、平成２９

年から活動を開始しました。 
「本学会員において電磁波及び電磁界、伝熱、流体シミ

ュレーションを研究に活用する例が増加し、研究結果が

得られている。一方、理解不足に基づく誤解及び誤用、

発表等における再現性確保のための情報開示が不十分な

ケースなどが少なからず見られる。 
 本ワーキンググループでは講習及び講演会の実施を通

して、上記の問題解消を目的とする。更にシミュレーシ

ョンを活用した研究において、より有意義な成果を得ら

れるようシミュレーション技術についての講演及び講習

を実施する」。この WG の最初の活動として平成２９年

９月２２日に第１回講演会を実施しましたので、本稿で

その様子をご報告します。なお本 WG の標記通称は

SimuWG としていますので、この記事でも同様に表記し

ます。 
 
2．講演内容 

今回の講演会では以下の3講演を実施しました。 

 

1)「放射温度計の原理から活用事例まで」 

ジャパンセンサー株式会社 本田 雄三 

2)「マイクロ波非平衡局所加熱を「見る」」 

東京工業大学物質理工学院応用科学系 椿 俊太郎 

 
3)「シミュレーション入門の敷居を下げる用語紹介」 

株式会社 科学技術研究所 藤田 明希 

 
講演と質疑応答に関して、印象深かった点を挙げます。 

 ジャパンセンサー株式会社 本田様には放射温度計に

ついて原理から実測でのノウハウなどについてご講演い

ただきました。基礎原理からそれに基づく放射温度計に

よる測定の有利、不利を体系づけてご説明頂きました。

具体的な測定法にも話題は及び、参加者を交え予定の時

間を超えて非常に活発に質疑応答が行われました。炉内

温度計測などで放射温度計による測定が難しいケースが

ある点を率直に語られていた点は非常に印象的でした。 

 東京工業大学 椿様には研究室で積み重ねられてきた

多くの実験とシミュレーションの成果をご発表頂きまし

た。所属される和田・鈴木研究室における研究の特徴で

あるマイクロ波を用いた化学反応系の事例を中心にお話

しいただき大変興味深いものでした。マイクロ波の熱源

としての意味合いに加え、粒子系加熱時の加熱集中特性

等にも着目されており、実測できない問題をシミュレー

ションを活用して現象理解している点は重要な点だと感

じました。今後の SimuWG の活動の中でも「実測困難な

現象理解を補完するシミュレーション」は一つの大きな

テーマになりそうです。 

 最後に藤田が講演しました。講演の主旨は、シミュレ
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ーションの支配方程式を紹介することで、メッシュや境

界条件などの理解を深め、シミュレーション入門の敷居

を下げることでした。支配方程式を提示した段階で「難

しい」と感じた方が多く、自身の説明力不足を痛感しま

した。シミュレーション活用には支配方程式の理解が近

道ですが、数式を出した段階で「難しい」と捉えられる

ジレンマがあります。今後、SimuWG が特に入門者に対

する講演やレクチャーを行う上での最も大きな課題です。 

 
3．講演に対するご意見 

講演内容に関しては概ね好意的なご意見を頂きました。

その中で代表的なものを紹介します。 

・参加人数が少なかったので質問、発言しやすかった 

・具体的な測定手法の講演は役に立った 

・実験とシミュレーションの対比事例が興味深かった 

・数式が出てくるのはやはり難しい 

・今後、可視化WGの連携も期待したい 

・シミュレーションに特化した内容でもよかったのでは 

 等のご意見を頂きました。主催者としては参加人数を

増やしたかったのですが、「少なくて良かった」という

ご意見は意外でした。参加者は少ないがニーズに合った

小規模講習会の実施なども検討したいと思います。 

 
4．SimeWGの今後の活動 
SimuWGロゴ 代表者の独断でロゴを作成しました。今

後、パンフレットなどで使用しJEMEA内外での

SimuWGの認知度向上に利用します。 

図1 JEMEAシミュレーションWGのロゴ 

 
WGアドバイザー 今回の第1回講演会では、各学会等の

イベント日程の把握不足から日程設定が他のイベントと

重複し、参加人数が少数に留まりました。JEMEA 会員の

日程把握について重要性を実感しました。 

 またシミュレーションが専門ではない研究者のご意見

を頂き、今後の SimuWG の活動方針決定の参考にしたい

と考え JEMEA会員の 5名の皆様に、SimuWG のアドバ

イザーをお願いし受諾いただきました（敬称略）。 
理化学研究所 浅野麻実子 
中部大学 樫村京一郎 
パナソニック株式会社  桑原なぎさ 
東京工業大学 椿俊太郎 
東北大学 福島潤 
 産官学の研究者の皆様にアドバイスをいただきながら

SimuWGを盛り上げていきます。 
 
今後の活動について 講演会及び研修会は実施予定で

すが、内容についてはアドバイザーの皆様やJEMEA会員

のご意見を伺いながら決めていきます。皆様にお話を伺

った結果、講演会や研修会について 
a) 未経験者向けシミュレーション体験 
b) 実験研究者向けシミュレーション講習会 
c) シミュレーション研究者向け技術動向の講演会など 
の3段階のニーズが見えてきました。JEMEAのWGであ

るSimuWGの主旨から考えて a), b)を主として講演会や研

修会を準備する予定です。 
 

5．謝辞 
まず無償にもかかわらず講演を引き受けていただいた、

ジャパンセンサー株式会社本田様、東京工業大学椿先生

には心より御礼申し上げます。また会場の京都大学東京

オフィスの会議室利用に関して、椿先生、京都大学三谷

先生のお力添えを頂きました。 
 最後にJEMEA事務局長佐藤様には参加者募集から当日

の受付まで講演会の実施に関して全面的にご協力いただ

きましたこと、WGの代表として感謝いたします。 
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